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一
．
は
じ
め
に

　

黄
春
明
は
一
九
六
二
年
、
台
湾
の
有
力
紙
『
聯
合
報
』
の
文
芸
欄
で
あ
る
「
副
刊
」
に
短
編
小
説
「
城
仔
落
車
」
を
発
表
し
、
作
家
と

し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
故
郷
の
宜
蘭
で
創
作
を
始
め
、
台
北
に
拠
点
を
移
し
た
後
、
一
九
六
六
年
創
刊
の
文
学
雑
誌
『
文
学
季
刊
』
に
次
々

と
小
説
を
投
稿
し
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
多
く
の
新
聞
や
雑
誌
メ
デ
ィ
ア
に
小
説
や
散
文
な
ど
を
発
表
し
た
。
黄
春
明
は
主
に
宜
蘭
地

方
を
舞
台
と
す
る
「
郷
土
」
と
そ
こ
に
生
き
る
人
々
の
姿
を
通
し
て
台
湾
の
現
実
社
会
を
描
き
、
七
〇
年
代
初
め
に
「
郷
土
回
帰
」
思
潮

が
起
こ
る
と
た
ち
ま
ち
人
気
作
家
と
な
っ
た
。

し
か
し
、『
聯
合
報
』
副
刊
期
（
一
九
六
二
〜
六
三
年
）
や
そ
の
後
数
年
間
に
発
表
さ
れ
た
初
期
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
は

少
な
い
。「
自
分
の
風
格
を
ま
だ
確
立
し
て
い
な
い

（
1
）

」
と
か
、「
迷
い

（
2
）

」
の
時
期
な
ど
と
い
わ
れ
て
き
た
が
、
一
方
で
、「
『
モ
ダ
ニ
ズ
ム
』

の
技
法
が
、
台
湾
作
家
た
ち
に
創
作
技
術
の
向
上
を
も
た
ら
し
た

（
3
）

」
と
す
る
台
湾
文
学
研
究
者
の
陳
芳
明
は
「
黄
春
明
が
歩
ん
で
き
た
道

は
、
当
時
の
多
く
の
本
土
作
家
た
ち
の
心
の
道
程
を
表
す
も
の
だ
。
多
く
は
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
洗
礼
を
受
け
、
そ
れ
か
ら
自
身
の
郷
土
へ
と

回
帰
し
た
。
黄
春
明
の
現
代
文
学
を
語
る
に
は
、
や
は
り
写
実
と
い
う
意
味
を
抜
き
に
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
試
み
に

よ
っ
て
、
黄
春
明
は
跳
躍
的
な
叙
述
を
さ
ら
に
成
熟
さ
せ
た
の
で
あ
る

（
4
）

」
と
述
べ
、
黄
春
明
の
初
期
の
創
作
を
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
試
み
と
し
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て
位
置
づ
け
て
い
る
。

黄
春
明
の
創
作
テ
ー
マ
は
一
貫
し
て
「
郷
土
」
や
「
郷
土
」
に
生
き
る
人
々
（
小
人
物
）
を
描
く
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
文
学
に
お
い
て

黄
春
明
が
重
視
す
る
こ
と
は
「
対
話
」
で
あ
り
、
読
者
は
対
話
か
ら
登
場
人
物
た
ち
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
方
言
（
台
湾
語
）
が
標
準
語
（
中
国
語
）
に
融
合
す
る
と
、
表
現
を
豊
か
に
さ
せ
、
小
説
に
深
み
を
与
え
る
と
述
べ
て
い
る

（
5
）

。「
城

仔
落
車
」
の
よ
う
に
、
必
要
な
場
合
は
タ
イ
ト
ル
に
も
台
湾
語
を
残
し
た
。
一
方
、
一
九
六
〇
年
代
初
頭
の
台
湾
で
は
、
欧
米
文
学
の
受

容
に
伴
い
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
が
流
行
、
定
着
し
て
い
く
の
だ
が
、
黄
春
明
も
「
流
行
の
先
端
に
立
ち
た
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う

（
6
）

に
、

当
時
の
台
湾
文
壇
で
流
行
し
て
い
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
思
潮
を
受
容
し
、
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
家
と
し
て
の
成
功
を
夢
見
た
。
彼

は
宜
蘭
で
開
か
れ
た
救
国
団
に
よ
る
文
芸
活
動
で
の
司
馬
中
原
、
朱
西
寧
ら
軍
人
作
家
の
講
演
を
聞
い
て
、「
小
説
や
詩
に
つ
い
て
、
い

ず
れ
も
『
現
代
』、『
現
代
派
』
や
『
現
代
主
義
』
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
た
。
時
折
『
ジ
ョ
イ
ス
』、『
ヘ
ン
リ
ー
・
ト
ー
マ
ス
』、『
カ

フ
カ
』、『
エ
リ
オ
ッ
ト
』、『
サ
ル
ト
ル
』
な
ど
の
名
前
を
聞
い
た
。（
中
略
）
そ
れ
ら
は
非
常
に
内
容
の
あ
る
も
の
で
、
重
要
な
こ
と
だ
と

思
っ
た

（
7
）

」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、「
モ
ダ
ン
（
現
代
）
」
と
い
う
言
葉
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
て
、
若

者
文
化
、
同
時
代
の
青
年
の
姿
を
描
く
作
品
を
書
く
よ
う
に
な
っ
た
。
講
演
を
聞
い
て
す
ぐ
に
書
き
上
げ
た
中
短
編
小
説
「
男
人
与
小
刀
」

は
サ
ル
ト
ル
の
実
存
主
義
哲
学
を
意
識
し
て
書
か
れ
た
も
の
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
主
人
公
の
存
在
意
義
を
問
う
場
面
で
は
内
的
独
白
が
用

い
ら
れ
、
現
実
の
台
湾
社
会
に
生
き
る
青
年
の
苦
悩
や
不
満
を
表
す
た
め
に
ナ
イ
フ
（
小
刀
）
が
象
徴
的
に
使
用
さ
れ
る
な
ど
、
創
作
技

巧
面
で
の
実
践
で
あ
っ
た
。

本
稿
で
は
、
黄
春
明
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
実
践
を
、
近
代
化
（
都
市
化
）
さ
れ
つ
つ
あ
る
故
郷
の
宜
蘭
で
懸
命
に
生
き
る
小
人
物―

特
に
老

人
、
子
ど
も
、
苦
悩
す
る
青
年―

を
描
く
た
め
の
文
学
表
現
の
一
つ
の
試
み
と
し
て
と
ら
え
、
の
ち
に
黄
春
明
文
学
の
代
名
詞
と
も
な
る

「
郷
土
」
の
物
語
へ
と
結
実
し
て
ゆ
く
ま
で
の
過
程
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
分
析
の
対
象
を
『
聯
合
報
』
副
刊
期
の
短
編
小
説
か
ら
「
男

人
与
小
刀
」
ま
で
と
し
、
黄
春
明
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
の
実
践
と
「
郷
土
」
の
接
点
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。
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二
、一
九
六
〇
年
代
台
湾
の
文
学
状
況―

台
湾
に
お
け
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学

　

本
論
に
入
る
前
に
、
台
湾
に
お
け
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
運
動
と
は
ど
う
い
う
も
の
だ
っ
た
の
か
、
こ
こ
で
少
し
ま
と
め
て
お
く
。

文
学
評
論
家
で
あ
る
施
淑
は
「
六
十
年
代
の
台
湾
は
ヒ
ス
テ
リ
ー
の
時
代
で
あ
る
」
と
い
う
。
ア
カ
デ
ミ
ー
の
中
心
に
い
た
「
一
部
の

文
学
青
年
は
、
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
な
思
想
に
取
り
囲
ま
れ
、
の
ぞ
き
見
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。（
中
略
）
ひ
そ
ひ
そ
話
、
噂
話
か
ら
、
ま

た
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
、
引
き
ち
ぎ
ら
れ
、
全
ペ
ー
ジ
が
消
え
て
し
ま
っ
た
『N

ew
sw

eek

（
新
聞
週
刊
）
』
や
『T

IM
E

（
時
代
週
刊
）
』

か
ら
、
台
湾
の
現
状
を
ひ
そ
か
に
知
っ
た
。（
中
略
）
白
色
テ
ロ
状
況
下
で
の
の
ぞ
き
見
文
化
、
戒
厳
令
の
延
長
と
い
う
戦
時
的
状
況
、

の
ぞ
き
見
る
者
の
緊
張
し
、
痙
攣
し
、
張
り
裂
け
そ
う
な
心
理
状
態

（
8
）

は
、
六
〇
年
代
の
台
湾
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
誕
生
と
発
展
に
内
在
的
外
的

条
件
を
与
え
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
一
九
六
〇
年
代
台
湾
の
文
化
状
況
は
、
戦
後
の
台
湾
の
政
治
状
況
の
影
響
を
受
け
て
異
様
な
雰
囲
気
に
満
ち
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
そ
の
一
方
で
、
多
く
の
文
学
者
に
よ
り
、
そ
の
よ
う
な
緊
張
感
、
閉
塞
感
を
打
破
し
よ
う
と
す
る
動
き
は
す
で
に
起
こ
っ

て
い
た
。
一
九
五
三
年
に
は
、
詩
人
紀
弦
ら
の
グ
ル
ー
プ
が
、「
現
代
詩
社
」
を
設
立
し
、
雑
誌
『
現
代
詩
』
を
発
刊
し
て
い
る
。
ま
た
、

一
九
五
六
年
に
は
『
文
学
雑
誌
』
が
、
中
国
文
学
に
も
西
洋
文
学
に
も
精
通
し
て
い
る
台
湾
大
学
教
授
の
夏
済
安
ら
に
よ
っ
て
創
刊
さ
れ

て
い
た
。『
文
学
雑
誌
』
は
、
反
共
文
学
に
反
対
し
、「
現
実
か
ら
逃
避
し
な
い
」
文
学
を
打
ち
た
て
、
作
家
た
ち
に
自
由
な
文
学
理
論
と

主
張
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
、
自
由
に
創
作
す
る
環
境
を
提
供
し
て
い
た
。
そ
の
後
、『
文
学
雑
誌
』
が
廃
刊
さ
れ
る
に
と
も
な
い
、
台

湾
大
学
外
文
系
の
学
生
で
あ
っ
た
白
先
勇
、
王
文
興
、
欧
陽
子
、
李
欧
梵
ら
が
「
現
代
文
学
社
」
を
創
設
、
一
九
六
〇
年
に
『
現
代
文

学
』
を
発
刊
し
た
。『
現
代
文
学
』
は
創
刊
号
で
「
カ
フ
カ
特
集
」
を
打
ち
出
し
、
そ
の
後
も
、
ト
ー
マ
ス
＝
マ
ン
、
ジ
ョ
イ
ス
、
ウ
ル
フ
、

サ
ル
ト
ル
、
カ
ミ
ュ
、
ヘ
ン
リ
ー
＝
ジ
ェ
イ
ム
ス
、
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
、
エ
リ
オ
ッ
ト
な
ど
西
洋
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
代
表
的
な
作
家
を
次
々
に

紹
介
し
た
。
創
作
面
で
は
、
意
識
の
流
れ
、
メ
タ
フ
ァ
ー
、
シ
ン
ボ
ル
な
ど
の
表
現
技
法
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
白
先
勇
は

そ
れ
ら
を
手
本
と
し
な
が
ら
、『
台
北
人
』
の
中
で
中
国
大
陸
か
ら
台
湾
に
渡
っ
て
き
た
様
々
な
階
層
、
職
業
に
つ
い
て
い
る
人
々
の
生
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活
を
描
い
た
。
邱
貴
芬
は
「
台
湾
モ
ダ
ニ
ズ
ム
小
説
は
『
現
代
文
学
』
雑
誌
を
も
っ
て
『
里
程
標
（
メ
ル
ク
マ
ー
ル
）
』
と
す

（
9
）

る
」
と
位

置
づ
け
る
。
山
口
守
は
、「
一
九
六
〇
年
代
台
湾
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
の
特
徴
と
は
、
国
民
党
に
よ
る
言
論
統
制
の
下
で
、
五
四
新
文
学
や

日
本
統
治
期
台
湾
文
学
を
継
承
す
る
道
を
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
若
い
世
代
が
、
閉
塞
状
況
の
中
で
、
中
国
古
典
の
近
代
的
解
釈
を
実
践
し
、

近
代
を
想
像
す
る
参
照
例
と
し
て
西
洋
文
学
を
受
容
し
て
、
自
分
た
ち
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
ク
ラ
イ
シ
ス
を
起
点
に
作
品
創
作
を
実

践
し
た
こ
と
に
あ
る

）
10
（

」
と
当
時
の
文
学
状
況
を
整
理
し
て
い
る
。
当
時
の
作
家
の
多
く
が
、
多
か
れ
少
な
か
れ
西
洋
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
理
論

の
影
響
を
受
け
た
と
も
い
い
、
各
作
家
は
、「
大
陸
生
ま
れ
の
外
省
人
第
二
世
代
で
あ
る
か
、
台
湾
生
ま
れ
の
本
省
人
第
二
世
代
で
あ
る

か
に
関
わ
ら
ず
、
こ
の
世
代
は
戦
後
台
湾
社
会
で
教
育
を
受
け
て
育
っ
た
点
で
同
じ
で
あ
り
、
家
庭
環
境
や
社
会
階
層
が
異
な
っ
て
も
、

両
者
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
親
の
世
代
の
歴
史
記
憶
が
し
だ
い
に
希
薄
に
な
り
、
戦
後
台
湾
社
会
に
生
き
る
人
間
と
し
て
の
現
実
感
が

大
き
く
な
っ
て
い
く

）
11
（

」
中
で
、
自
己
の
文
学
の
構
築
を
目
指
し
て
創
作
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
台
湾
の
現
実
社
会
や
自
己
と
向

き
合
う
作
業
と
し
て
行
わ
れ
た
文
学
活
動
が
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
運
動
な
の
で
あ
る
。

三
．
黄
春
明
の
少
年
期

）
12
（

に
お
け
る
台
湾
の
文
学
状
況
と
習
作
に
よ
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成

再
び
話
を
黄
春
明
に
戻
し
た
い
。
黄
春
明
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
実
践
の
内
容
を
見
る
前
に
、
そ
の
少
年
時
代
の
経
験
は
、
そ
の
後
の
彼
の
創

作
に
深
く
影
響
を
与
え
た
。
本
節
で
は
、
そ
の
経
緯
と
時
代
背
景
を
、
言
語
の
問
題
と
併
せ
て
述
べ
て
お
く
。

黄
春
明
は
一
九
三
五
年
二
月
十
三
日
、
台
湾
東
部
の
宜
蘭
県
羅
東
鎮
に
生
ま
れ
、
そ
こ
で
中
学
校
ま
で
を
過
ご
し
た
。
八
歳
の
と
き
母

が
亡
く
な
り
、
家
業
で
忙
し
い
父
に
代
わ
り
祖
父
母
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
た
。
母
の
死
後
、
父
は
再
婚
し
た
が
、
黄
春
明
は
継
母
と
は
折

り
合
い
が
悪
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
家
庭
環
境
が
原
因
か
、
羅
東
中
学
校
に
在
学
中
に
は
喧
嘩
や
問
題
行
動
を
起
こ
す
よ
う
に
な

る
。
あ
る
日
テ
ス
ト
の
結
果
が
書
か
れ
た
掲
示
物
を
破
っ
た
た
め
に
退
学
処
分
と
な
り
、
別
の
中
学
に
転
校
す
る
が
そ
こ
で
も
退
学
と

な
っ
た
。
そ
の
後
、
継
母
の
虐
待
に
も
遭
い
、
耐
え
か
ね
て
十
四
歳
の
と
き
家
を
飛
び
出
し
た
。
家
出
先
の
台
北
で
は
小
さ
な
電
気
店
に

住
み
込
み
で
働
き
、
し
ば
ら
く
し
て
台
北
師
範
学
院
に
入
学
す
る
。
同
級
生
に
は
、『
聯
合
報
』
副
刊
で
同
時
期
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
作
家
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の
七
等
生
が
い
た
。
し
か
し
、
台
北
で
も
問
題
を
起
こ
し
て
退
学
、
そ
の
後
は
台
中
師
範
学
院
で
転
入
拒
否
さ
れ
、
台
南
師
範
学
院
で
は

転
入
す
る
も
ふ
た
た
び
退
学
と
な
り
、
最
終
的
に
転
入
し
卒
業
し
た
の
は
屏
東
師
範
学
院
だ
っ
た
。

一
九
五
〇
年
代
、
台
湾
の
文
壇
は
国
民
党
軍
と
と
も
に
移
っ
て
き
た
外
省
人
第
一
世
代
の
作
家
に
よ
っ
て
独
占
さ
れ
た
状
況
で
あ
っ

た
。
そ
れ
ら
の
作
家
の
作
品
は
、
祖
国
中
国
に
対
す
る
郷
愁
を
描
く
「
懐
郷
文
学
」
や
、
国
民
党
軍
が
掲
げ
た
「
大
陸
反
攻
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
呼
応
し
た
「
反
共
文
学
」
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
一
方
、
日
本
植
民
地
時
期
に
お
け
る
台
湾
で
は
、
台
湾
人
作
家
も
在
台
日
本
人
作

家
も
、
日
本
語
に
よ
る
創
作
が
可
能
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
、
日
本
語
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
る
と
、
中
国
語
に
よ
る
創
作
を
断
念
す
る
作
家

は
少
な
く
な
か
っ
た
。
苦
労
し
て
中
国
語
を
習
得
し
、
創
作
を
続
け
た
作
家
も
い
た
が
、
言
語
上
の
問
題
に
よ
り
、
日
本
植
民
地
時
期
に

発
展
し
た
「
台
湾
新
文
学
」
の
伝
統
を
下
の
世
代
へ
継
承
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
受
け
継
ぐ
者
も
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
日
本
植
民

地
時
期
に
は
五
四
時
期
文
学
、
魯
迅
や
巴
金
な
ど
の
三
十
年
代
文
学
も
台
湾
の
読
者
に
受
容
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
四
七
年
の
「
二
二
八

事
件
」
を
発
端
と
す
る
白
色
テ
ロ
の
影
響
で
発
禁
と
な
り
、
中
国
近
代
文
学
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
学

校
教
育
の
現
場
で
は
、
上
か
ら
の
「
中
国
化
」
政
策
に
よ
っ
て
、
国
語
と
呼
ば
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
中
国
語
の
み
が
使
用
さ
れ
、
台
湾
語

（
福
佬
語
）
や
客
家
語
な
ど
の
母
語
使
用
を
罰
す
る
慣
行
が
生
ま
れ
た
。「
次
第
に
高
ま
る
進
学
競
争
に
お
い
て
、
国
語
の
出
来
不
出
来
が

カ
ギ
と
な
る
状
況
を
生
み
、
明
ら
か
に
外
省
人
子
女
が
有
利
で
あ
」
り
、「
小
中
学
校
に
お
け
る
作
文
や
口
頭
発
表
の
際
に
外
省
人
同
級

生
に
劣
等
感
を
味
合
わ
さ
れ
た
経
験
は
、
五
〇
、六
〇
年
代
に
学
校
に
上
が
っ
た
多
く
の
本
省
人
が
述
懐
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る

）
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（

」
と
い
い
、

本
省
人
た
ち
は
立
身
出
世
の
チ
ャ
ン
ス
を
、
中
国
語
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
つ
か
む
ほ
か
な
か
っ
た
の
だ
と
い
え
る
。

黄
春
明
は
十
歳
の
と
き
ま
で
日
本
語
教
育
を
受
け
、
家
庭
の
中
で
は
母
語
で
あ
る
台
湾
語
を
話
し
、
戦
後
は
台
湾
で
は
国
語
と
言
わ
れ

る
中
国
語
を
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
多
く
の
本
省
人
が
述
懐
す
る
よ
う
に
、
黄
春
明
も
学
校
で
の
作
文
に
は
、
外
省
人
同
級
生
に
劣
等
感

を
感
じ
て
い
た
と
い
う
。
羅
東
鎮
に
は
軍
の
機
関
が
あ
り
、
外
省
人
家
族
は
民
間
の
部
屋
を
間
借
り
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
黄
家
で
も
部

屋
を
貸
出
し
て
い
た
が
、
外
省
籍
の
同
級
生
と
話
す
機
会
は
あ
っ
て
も
、
彼
の
中
国
語
は
上
達
し
な
か
っ
た

）
13
（

。
言
語
の
上
で
は
困
難
が
あ

り
な
が
ら
も
、
文
学
に
触
れ
、
創
作
へ
の
関
心
が
芽
生
え
た
の
は
、
中
学
時
代
で
あ
っ
た
。
羅
東
中
学
二
年
生
の
と
き
、
国
語
教
師
の
王
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賢
春
は
、
黄
春
明
が
亡
く
な
っ
た
母
を
思
う
気
持
ち
を
書
い
た
作
文
に
感
動
し
、
そ
の
文
学
的
素
質
を
見
抜
い
た
。
そ
し
て
当
時
は
発
禁

で
あ
っ
た
魯
迅
や
沈
従
文
の
短
編
集
、
さ
ら
に
は
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
作
品
を
こ
っ
そ
り
読
ま
せ
て
く
れ
た
と
い
う
。
一
九
九
八
年
に
「
国
家

文
化
藝
術
基
金
会
文
藝
賞
」
を
受
賞
し
た
と
き
、
黄
春
明
は
「
こ
の
奨
を
い
た
だ
い
て
最
初
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
王
賢
春
先
生
で
す

）
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（

」

と
ス
ピ
ー
チ
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
も
、
黄
春
明
は
、
台
南
師
範
学
院
を
退
学
し
た
後
、
故
郷
に
帰
ら
ず
、
そ
こ
の
図
書
館
に
通
っ
て

い
た
と
き
、
禁
書
と
大
き
く
書
か
れ
た
魯
迅
の
作
品
集
を
発
見
し
読
ん
で
い
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
読
書
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

台
湾
大
学
な
ど
で
文
学
理
論
を
学
ぶ
機
会
の
あ
っ
た
他
の
青
年
作
家
の
よ
う
な
チ
ャ
ン
ス
が
な
く
と
も
、
文
学
に
よ
っ
て
自
ら
進
む
べ
き

道
を
開
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う

）
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。

そ
の
よ
う
な
文
学
状
況
に
お
い
て
、
黄
春
明
が
屏
東
師
範
学
院
在
学
中
だ
っ
た
一
九
五
六
年
、
救
国
団
の
刊
行
物
『
幼
獅
通
訊
』（
第

六
十
三
期
）
に
「
清
道
夫
的
孩
子

）
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（

」（
筆
名
：
春
鈴
）
が
掲
載
さ
れ
、
ま
た
翌
年
に
は
「
小
巴
哈

）
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（

」（
筆
名
：
黄
春
鳴
）
が
『
新
生
報
』
南

部
版
に
掲
載
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
短
編
で
、
学
生
時
代
の
習
作
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
編
纂
さ
れ
た
シ
リ
ー
ズ
集
や
作
品
集
に
何
度
も
収

録
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
小
学
校
の
問
題
児
や
孤
児
と
い
う
周
縁
に
追
い
や
ら
れ
た
子
ど
も
の
心
の
葛
藤
や
苦
悩
を
書
い
て
い
る
。

「
清
道
夫
的
孩
子
」
の
主
人
公
劉
吉
照
は
常
に
担
任
教
師
を
困
ら
せ
る
問
題
児
だ
が
、
あ
る
日
、
教
室
で
ご
み
を
投
げ
捨
て
た
と
こ
ろ
、

罰
と
し
て
掃
除
を
命
じ
ら
れ
る
。
彼
の
父
親
は
街
の
清
掃
員
と
し
て
働
い
て
い
る
が
、
こ
の
時
自
分
の
父
親
も
何
か
罰
と
し
て
清
掃
を
し

て
い
る
罪
人
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
始
め
る
。
そ
の
日
は
よ
く
眠
れ
ず
、
次
の
日
恐
怖
と
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
抱
え
て
登
校
す
る
と
、

み
な
が
自
分
を
笑
っ
て
い
る
と
思
い
、
学
校
か
ら
逃
げ
出
す
と
い
う
短
編
で
あ
る
。「
小
巴
哈
」
は
、
父
母
を
亡
く
し
た
少
年
修
明
が
、

音
楽
の
授
業
で
、
同
じ
境
遇
に
あ
っ
た
「
音
楽
の
父
」
バ
ッ
ハ
の
こ
と
を
知
り
、
授
業
後
、
教
師
の
そ
ば
に
や
っ
て
き
て
、「
僕
も
バ
ッ

ハ
の
よ
う
に
な
れ
ま
す
か
？
」
と
尋
ね
、
そ
の
姿
が
教
師
を
感
動
さ
せ
る
と
い
う
話
で
あ
る
。

屏
東
師
範
学
院
で
は
故
郷
を
遠
く
離
れ
て
、
こ
れ
ま
で
の
流
浪
の
生
活
を
見
つ
め
直
す
機
会
を
得
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
二
篇
の

短
編
小
説
の
少
年
は
、
母
を
亡
く
し
、
学
校
の
問
題
児
と
な
っ
た
黄
春
明
の
少
年
時
代
の
姿
と
重
ね
合
わ
せ
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
黄

春
明
は
あ
る
散
文
の
中
で
、「
一
つ
は
郷
里
へ
の
気
持
ち
、
も
う
一
つ
は
文
学
が
大
好
き
だ
っ
た
か
ら
だ
。
こ
の
二
つ
の
力
は
私
を
引
き
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黄
春
明
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
実
践
と
郷
土

戻
し
て
く
れ
た

）
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」
と
語
っ
て
い
る
。
卒
業
後
に
は
宜
蘭
に
帰
り
、
三
年
間
の
教
員
生
活
を
経
て
、
兵
役
に
就
い
た
。
台
北
、
台
中
、
台
南
、

屏
東
へ
と
反
時
計
回
り
に
台
湾
を
半
周
し
、
退
学
、
転
校
を
繰
り
返
し
た
少
年
時
代
、
そ
の
記
憶
を
描
き
出
し
た
こ
の
二
篇
は
、
黄
春
明

を
「
郷
土
」
へ
と
引
き
戻
し
、
劣
等
感
を
味
わ
っ
て
い
た
中
国
語
で
の
創
作
に
達
成
感
を
与
え
た
は
ず
で
あ
る
。
ひ
い
て
は
、
郷
土
の
周

縁
で
あ
っ
た
存
在
か
ら
、
郷
土
を
主
体
的
に
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
を
促
し
た
と
も
い
え
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。四

．『
聯
合
報
』
副
刊
で
の
創
作―

「
城
仔
落
車
」
に
つ
い
て

　

黄
春
明
は
一
九
六
二
年
に
、『
聯
合
報
』
副
刊
（
以
下
、「
副
刊
」
と
記
す
）
に
「
城
仔
落
車
」
を
投
稿
し
、
実
質
的
な
デ
ビ
ュ
ー
を
果

た
し
た
。「
副
刊
」
の
編
集
長
で
著
名
な
作
家
で
あ
る
林
海
音

）
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（

の
方
針
に
よ
っ
て
本
省
人
作
家
の
発
掘
が
行
わ
れ
、
林
海
音
が
六
三
年
に

解
雇
さ
れ
る
ま
で
、「
副
刊
」
に
は
「
北
門
街
」、「
玩
火
」、「
胖
姑
姑
」、「
兩
萬
年
的
歷
史
」、「
把
瓶
子
升
上
去
」、「
請
勿
與
司
機
談
話
」、

「
麗
的
結
婚
消
息
」、「
借
個
火
」
が
続
け
て
掲
載
さ
れ
た
。
林
海
音
は
編
集
に
あ
た
っ
て
い
た
当
時
の
状
況
を
、「
植
字
に
回
し
て
は
ま
た

戻
し
」、「
夜
ベ
ッ
ド
に
入
っ
た
あ
と
も
ず
っ
と
た
め
ら
っ
た

）
21
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
時
期
の
黄
春
明
の
作
品
は
、
兵
役
生

活
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
体
制
へ
の
批
判
と
も
読
み
取
れ
る
も
の
が
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
例
を
挙
げ
て
み
る
と
、「
兩
萬
年
的
歷
史
」

で
は
、
軍
隊
に
所
属
す
る
主
人
公
の
青
年
（
本
省
人
）
が
食
堂
で
座
っ
て
い
る
と
、
異
な
る
部
署
の
中
尉
（
外
省
人
）
が
や
っ
て
き
た
。

中
尉
は
ひ
ど
く
酔
っ
払
い
、
青
年
に
話
し
か
け
て
く
る
。
中
尉
は
大
陸
で
は
英
語
教
師
を
し
、
詩
人
で
も
あ
っ
た
。
彼
は
、
若
者
は
「
第

一W
in

e, 

第
二W

om
an

, 

第
三M

u
sic, 

第
四W

ar

」
の
四
つ
の
条
件
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
話
し
、
酒
に
つ
い
て
語
り
は

じ
め
る
。「
酒
は
す
で
に
二
万
年
の
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
天
災
人
災
を
経
験
し
、
各
種
の
社
会
制
度
の
中
で
永

遠
に
存
在
し
、
酒
を
好
む
も
の
も
い
る
し
、
嫌
い
な
も
の
も
い
る
。
酒
を
知
ら
な
い
や
つ
は
い
な
い
。
だ
が
、
俺
た
ち
は
？
」
と
述
べ
る
。

続
い
て
「
わ
ず
か
な
塵
埃
、
一
弾
指
の
刹
那
に
過
ぎ
な
い
。
も
し
仏
教
で
い
る
と
こ
ろ
の
輪
廻
が
本
当
に
あ
る
な
ら
ば
、
何
世
紀
も
過
ぎ

て
我
々
は
ま
た
出
会
っ
た
の
だ
…
」
な
ど
と
語
る
。
中
尉
は
失
恋
し
た
の
だ
っ
た
。
青
年
も
「
私
は
ず
っ
と
胸
の
中
が
重
苦
し
い
」
答
え
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る
と
、
中
尉
は
「
私
も
だ
」
と
答
え
、
二
人
で
笑
い
あ
う
。
酒
の
力
を
借
り
て
、
二
人
は
大
通
り
に
出
る
と
国
歌
を
歌
い
始
め
、
車
の
走

行
を
邪
魔
し
た
り
、
電
柱
に
抱
き
つ
い
た
り
し
て
、「
兩
萬
年
の
歴
史
万
歳
！
」
と
叫
ぶ
。
す
ぐ
に
憲
兵
隊
が
や
っ
て
き
て
、
青
年
だ
け

が
逮
捕
さ
れ
る
。
こ
の
物
語
の
冒
頭
は
、
逮
捕
さ
れ
た
青
年
と
、
何
の
罪
に
も
問
わ
れ
な
か
っ
た
中
尉
が
留
置
所
で
再
会
す
る
場
面
か
ら

始
ま
る
の
で
あ
る
。「
把
瓶
子
升
上
去
」
の
冒
頭
も
象
徴
的
だ
。
主
人
公
の
若
い
教
師
が
パ
ー
テ
ィ
ー
に
出
会
っ
た
女
性
に
失
恋
し
、
同

僚
と
酒
を
飲
む
。
酔
っ
ぱ
ら
っ
た
二
人
は
学
校
の
運
動
場
で
酒
の
空
瓶
を
国
旗
に
見
立
て
て
掲
揚
し
た
。
翌
朝
、
人
々
が
そ
れ
を
眺
め
る

と
い
う
場
面
か
ら
こ
の
小
説
は
始
ま
る
。
こ
れ
ら
二
篇
か
ら
、「
大
陸
反
攻
」
が
空
虚
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
国
家
へ
の
揶
揄
、

ま
た
閉
塞
感
、
空
虚
感
の
漂
う
台
湾
社
会
へ
の
批
判
が
読
み
取
れ
る
。
詩
人
の
瘂
弦
が
「
五
〇
年
代
の
言
論
は
、
今
日
ほ
ど
自
由
で
は
な

か
っ
た
。
少
し
異
な
る
意
見
を
発
表
し
よ
う
と
し
て
も
直
接
的
に
言
う
こ
と
は
非
常
に
難
し
か
っ
た
。
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ズ
ム
の
朦
朧
や

象
徴
的
な
高
度
に
イ
メ
ー
ジ
化
さ
れ
た
言
語
は
、
ま
さ
に
我
々
に
打
っ
て
つ
け
だ
っ
た

）
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」
と
い
う
よ
う
に
、
黄
春
明
も
文
学
に
お
い
て
直

接
的
に
描
け
な
か
っ
た
。
若
者
に
せ
よ
軍
人
に
せ
よ
、
台
湾
の
現
実
社
会
で
の
苦
し
み
は
変
わ
ら
な
い
。
主
人
公
た
ち
が
酒
に
酔
っ
て
し

か
、
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
抵
抗
で
き
ず
、
ま
た
そ
の
苦
悩
は
失
恋
の
苦
悩
に
置
き
換
え
ら
れ
ね
ば
な
い
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

一
方
で
、
第
一
作
の
「
城
仔
落
車

）
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」
で
は
そ
の
よ
う
な
国
家
や
体
制
へ
の
批
判
と
い
っ
た
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。
ス
ト
ー
リ
ー
は
次
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
あ
る
寒
い
日
の
夕
方
、
祖
母
が
孫
を
連
れ
て
「
城
仔
」
へ
行
く
た
め
に
宜
蘭
駅
か
ら
バ
ス
に
乗
る
。
祖
母
は
ま
だ

五
十
一
歳
だ
が
、
六
十
歳
す
ぎ
に
見
え
る
ほ
ど
、
顔
に
は
「
歳
月
と
生
活
が
深
い
傷
跡
を
残
し
」、「
冬
の
よ
う
に
厳
し
い
表
情
」
が
表
れ

て
い
る
。
孫
の
阿
松
は
く
る
病
を
患
っ
て
い
る
。
祖
母
は
「
城
仔
」
に
行
っ
た
こ
と
は
な
く
、
彼
女
の
娘
が
二
人
を
養
う
た
め
妓
女
と
し

て
働
い
た
が
、
老
兵
と
結
婚
す
る
こ
と
に
な
り
、
祖
母
は
同
居
で
き
る
か
ど
う
か
、
自
分
や
病
気
を
患
う
孫
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
の
か

が
気
が
か
り
で
、
早
く
娘
に
会
っ
て
確
か
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
祖
母
は
、
隣
の
乗
客
に
あ
と
ど
の
く
ら
い
で
到
着
す
る
か
を
尋
ね
る

と
、
三
つ
先
だ
と
教
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
乗
降
客
の
な
い
バ
ス
停
は
通
過
す
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
、
バ
ス
が
停
車
す
る
回
数
を
数
え
て

い
た
祖
母
た
ち
は
「
城
仔
」
を
と
っ
く
に
通
り
過
ぎ
て
い
た
。
祖
母
は
す
ぐ
に
降
り
る
と
叫
ぶ
が
、
ち
ょ
う
ど
バ
ス
は
橋
の
上
を
走
っ
て

い
た
た
め
、
す
ぐ
に
降
り
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
っ
た
。
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「
城
仔
に
は
着
い
た
か
い
？
」

「
城
仔
に
行
く
ん
で
す
か
？
三
つ
前
の
バ
ス
停
で
し
た
よ
」

「
あ
り
ゃ
、
し
ま
っ
た
。
降
り
る
、
降
り
る
よ
ー
」
彼
女
は
急
い
で
立
ち
上
が
っ
た
。

「
こ
こ
で
は
止
め
ら
れ
ま
せ
ん
、
次
の
橋
を
渡
っ
た
と
こ
ろ
で
お
り
て
く
だ
さ
い
」

「
そ
れ
じ
ゃ
ど
う
す
り
ゃ
い
い
か
の
う
」
独
り
言
を
言
う
よ
う
に
、
彼
女
は
が
っ
く
り
腰
を
下
ろ
し
た
。

　

祖
母
の
「
降
り
る
よ
ー
」
と
い
う
声
が
、
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
「
落
車
」
に
表
れ
て
い
る

）
24
（

。
黄
春
明
は
こ
の
小
説
を
「
副
刊
」
に
投
稿
す
る
際
、

タ
イ
ト
ル
の
「
落
車
」
は
台
湾
語
だ
が
、
中
国
語
の
「
下
車
」
に
書
き
換
え
な
い
よ
う
に
林
海
音
に
書
簡
を
送
り
懇
願
す
る
ほ
ど
、
こ
の

祖
母
の
叫
び
を
重
要
な
も
の
だ
と
考
え
て
い
た
。
そ
の
叫
び
の
中
に
、
祖
母
た
ち
の
苦
境
、
つ
ま
り
現
実
の
台
湾
に
生
き
る
人
々
の
「
声
」

を
反
映
さ
せ
る
に
は
、
祖
母
自
身
の
実
際
の
言
葉
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
林
海
音
は
そ
の
意
思
を
尊
重
し
、
掲
載
時
に
変
更
を
加
え
な

か
っ
た
。
黄
春
明
は
、
祖
母
の
せ
り
ふ
に
つ
い
て
「
苦
境
に
お
い
て
慌
て
ふ
た
め
い
て
発
す
る
一
言
は
生
命
の
吶
喊
で
あ
る
。
読
者
に
直

接
そ
の
声
を
聞
い
て
も
ら
い
た
い

）
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（

」
と
述
べ
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
妓
女
で
あ
る
娘
が
結
婚
す
る
、
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
当
時
の
台
湾
社
会
を
映
し
出
し
て
い
る
。
結
婚
を
敬
遠
さ
れ
る
妓

女
は
老
兵
と
結
婚
す
る
例
が
多
く
、
老
兵
に
は
も
は
や
中
国
大
陸
に
帰
る
こ
と
は
で
き
ず
、
結
婚
し
台
湾
に
根
を
下
ろ
す
ほ
か
な
い
と
い

う
事
情
が
あ
っ
た

）
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。
祖
母
は
こ
の
結
婚
で
生
活
が
好
転
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
バ
ス
が
「
城
仔
」
を
通
り
過
ぎ

て
し
ま
い
、
そ
の
希
望
が
今
目
の
前
で
断
ち
切
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
、
二
人
は
降
ろ
さ
れ
た
場
所
か
ら
動
く
こ
と
が
で
き

ず
、
見
慣
れ
な
い
光
景
に
対
す
る
不
安
な
心
情
が
描
か
れ
る
。

バ
ス
は
復
興
村
で
止
ま
り
、
二
人
は
車
を
降
り
る
と
す
ぐ
に
暗
闇
と
北
風
に
呑
み
込
ま
れ
て
、
夕
暮
れ
の
中
、
大
橋
と
道
路
以
外

の
す
べ
て
の
も
の
は
震
え
、
夜
の
魔
物
が
い
ち
だ
ん
と
迫
っ
て
く
る
の
だ
っ
た
。

凄
涼
と
し
て
見
慣
れ
な
い
光
景
に
、
彼
ら
は
恐
れ
た
。
阿
松
は
怖
が
り
、
し
っ
か
り
と
祖
母
の
ス
カ
ー
ト
の
端
を
つ
か
み
、
足
元

に
う
ず
く
ま
っ
た
。
祖
母
は
公
道
の
前
後
を
う
か
が
い
、
誰
か
を
見
つ
け
た
ら
時
間
を
聞
こ
う
と
思
っ
た
。
長
い
間
待
っ
た
が
、
誰
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に
も
会
わ
ず
、
時
た
ま
幌
付
き
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
一
頭
の
怪
物
の
よ
う
に
通
り
過
ぎ
る
以
外
、
何
も
見
え
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
表
現
技
巧
の
特
徴
で
あ
る
風
景
の
擬
人
化
や
、「
魔
物
」
や
「
怪
物
」
と
い
っ
た
メ
タ
フ
ァ
ー
は
「
郷
土
」

に
近
代
が
持
ち
込
ま
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
困
惑
す
る
人
々
の
心
の
反
応
を
表
し
て
お
り
、
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
二

人
の
疎
外
感
が
よ
り
際
立
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
そ
の
苦
境
は
こ
の
あ
と
も
続
き
、
バ
ス
停
に
立
ち
尽
く
し
た
ま
ま
の
二
人
の
前
の
反
対
車
線
を
宜
蘭
行
き
の
バ
ス
は
通
り
を
過

ぎ
て
行
く
。
そ
こ
で
時
間
に
遅
れ
る
こ
と
だ
け
が
心
配
で
あ
る
祖
母
は
孫
の
手
を
引
き
「
城
仔
」
に
向
か
っ
て
歩
き
始
め
る
。
し
か
し
孫

は
歩
け
ば
歩
く
ほ
ど
遅
く
な
り
、
祖
母
は
大
橋
を
渡
り
切
れ
る
の
か
が
不
安
に
な
っ
た
。
祖
母
は
孫
を
奮
い
立
た
せ
て
歩
か
せ
よ
う
と

「
母
さ
ん
は
お
前
が
着
い
た
ら
外
省
人
の
父
さ
ん
に
服
や
靴
を
買
っ
て
も
ら
う
と
言
っ
て
い
た
よ
」
な
ど
と
励
ま
す
が
、
不
安
は
次
第
に

い
ら
立
ち
に
変
わ
り
、
二
人
は
互
い
に
罵
り
合
い
の
口
げ
ん
か
を
始
め
る
。
す
る
と
、
橋
を
警
備
し
て
い
た
護
衛
兵
が
一
台
の
ト
ラ
ッ
ク

を
都
合
し
て
二
人
を
「
城
仔
」
へ
連
れ
て
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
車
に
乗
り
込
む
と
、
祖
母
は
自
分
の
思
い
に
沈
ん
で
し
ま
っ
た
。

阿
蘭
は
時
間
が
過
ぎ
て
も
待
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
待
っ
て
い
な
け
れ
ば
困
る
。
待
っ
て
い
な
い
は
ず
は
な
い
だ
ろ
う
。
阿
蘭
は

き
っ
と
待
っ
て
お
る
。
婿
さ
ん
も
一
緒
に
来
て
お
る
だ
ろ
う
。
い
や
、
待
て
よ
、
婿
さ
ん
は
忙
し
く
て
来
と
ら
ん
か
も
し
れ
ん
。
そ

の
ほ
う
が
い
い
。
婿
さ
ん
が
来
て
お
っ
た
ら
、
わ
し
ら
、
老
い
ぼ
れ
と
傷
物
の
孫
を
見
て
は
絶
対
に
歓
迎
し
な
い
だ
ろ
う
。
い
や
、

結
局
後
で
顔
を
合
わ
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
阿
蘭
は
前
も
っ
て
わ
し
ら
の
こ
と
を
は
っ
き
り
伝
え
て
い
る
は
ず
だ
が
、
婿
さ
ん
は
こ
の

孫
を
引
き
取
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
わ
し
も
…
…
？
？

祖
母
の
内
的
独
白
が
続
け
ら
れ
、
そ
の
間
に
ト
ラ
ッ
ク
は
橋
を
渡
り
、「
城
仔
」
に
到
着
す
る
。
そ
こ
で
祖
母
は
「
え
ら
い
早
か
っ
た

の
う
」
と
独
り
言
の
よ
う
に
つ
ぶ
や
く
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
小
説
は
「
郷
土
」
の
小
人
物
を
通
し
て
、
六
〇
年
代
に
台
湾
に
も
た
ら
さ
れ
た
都
市
化
（
近
代
化
）
を
否
定
や
批
判
を
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
急
速
な
都
市
化
に
対
応
し
き
れ
な
い
小
人
物
が
、
新
し
い
概
念
、
社
会
規
範
と
ぶ
つ
か
り
合
い
な
が
ら
、
そ
れ
を
受

け
入
れ
て
い
く
過
程
を
描
い
て
い
る
。
祖
母
は
そ
れ
ら
に
対
す
る
反
応
を
表
す
言
葉
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
の
だ
。
そ
の
た
め
、「
落
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車
！
（
降
り
る
よ
ー
！
）
」
と
い
う
「
生
命
の
吶
喊
」
を
発
す
る
こ
と
が
精
一
杯
で
あ
っ
た
の
だ
。
ま
た
、
自
分
の
思
い
に
沈
ん
だ
祖
母

の
内
的
独
白
は
、
時
間
に
遅
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
不
安
と
現
実
社
会
で
の
苦
境
を
、
戸
惑
い
や
揺
ら
ぎ
と
し
て
言
語
化
し
、「
郷

土
」
物
語
へ
と
昇
華
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

五
．「
男
人
与
小
刀
」
に
つ
い
て

中
短
編
小
説
「
男
人
与
小
刀
」
は
一
九
六
五
年
、
救
国
団
が
刊
行
す
る
文
芸
雑
誌
『
幼
獅
文
藝
』（
七
月
一
日
号
）
に
掲
載
さ
れ

）
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た
。

主
人
公
の
青
年
、
陽
育
が
台
北
か
ら
羅
東
へ
帰
る
列
車
の
中
か
ら
物
語
は
始
ま
る
。
父
親
の
事
業
の
失
敗
に
よ
り
、
借
金
を
肩
代
わ
り
に

結
婚
を
強
い
ら
れ
、
故
郷
に
帰
る
途
中
の
陽
育
は
、
昔
の
恋
人
琇
美
と
再
会
し
、
彼
女
が
す
で
に
結
婚
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
常
に
ナ

イ
フ
を
携
帯
し
、
不
満
や
怒
り
を
感
じ
る
と
周
り
に
あ
る
も
の
を
切
り
刻
む
陽
育
の
目
つ
き
は
ナ
イ
フ
の
よ
う
に
鋭
く
な
り
、
両
親
に
対

し
て
「
俺
を
生
む
べ
き
で
は
な
か
っ
た
」
と
何
度
も
心
の
中
で
恨
む
。
陽
育
は
結
局
結
婚
に
同
意
せ
ず
、
家
計
を
支
え
る
た
め
母
校
で
教

師
と
な
る
が
、
水
利
学
と
い
う
自
身
の
学
歴
を
活
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
公
民
を
教
え
る
こ
と
に
な
り
、
校
長
と
も
対
立
し
、
不
満
は
ま

す
ま
す
募
る
。
そ
し
て
母
校
を
ク
ビ
に
な
り
新
し
い
中
学
に
移
る
が
、
そ
こ
で
も
公
民
を
教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
家
庭
、
仕

事
、
恋
愛
、
結
婚
、
す
べ
て
に
お
い
て
苦
境
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
青
年
の
苦
悩
す
る
姿
を
描
い
て
い
る
。

一
九
六
〇
年
代
の
台
湾
で
は
、
サ
ル
ト
ル
の
実
存
主
義
哲
学
が
流
行
し
て
お
り
、
小
説
の
中
で
青
年
は
「
俺
を
生
む
べ
き
で
は
な
か
っ

た
」
と
か
、「
何
の
た
め
に
生
き
る
の
か
」
と
哲
学
的
な
問
い
を
続
け
る
。
ま
た
片
時
も
手
放
す
こ
と
の
な
い
ナ
イ
フ
は
、「
自
分
が
不
満

に
思
っ
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
現
実
」
を
自
分
の
目
と
と
も
に
「
解
剖
し
、
審
判
し
、
処
刑
す
る
の
だ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
青
年
の
内
面
に
あ

る
苦
悩
と
、
社
会
へ
の
不
満
を
口
に
で
き
な
い
苛
立
ち
の
は
け
口
と
し
て
用
い
ら
れ
、
青
年
は
そ
の
刃
の
先
を
最
後
に
自
分
に
向
け
て
自

殺
す
る
。
し
か
し
、
自
殺
を
す
る
直
前
、
陽
育
は
哲
学
的
な
問
い
を
や
め
、
本
心
で
自
ら
の
生
を
問
い
始
め
る
の
で
あ
る
。
そ
の
最
後
の

場
面
を
見
て
み
た
い
。

夏
休
み
の
あ
る
日
、
気
持
ち
が
沈
ん
で
い
た
陽
育
は
、
気
晴
ら
し
に
漁
港
へ
行
く
こ
と
を
決
め
る
。
陽
育
は
バ
ス
に
乗
り
、
誤
っ
て
停
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車
ボ
タ
ン
が
押
さ
れ
た
バ
ス
停
で
降
り
る
。
稲
田
、
海
辺
の
防
風
林
、
サ
ツ
マ
イ
モ
園
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
畑
、
相
思
樹
な
ど
、
の
ど
か
な
農

村
の
風
景
が
広
が
る
中
、
バ
ス
が
遠
く
離
れ
て
い
く
の
を
見
て
、「
別
の
世
界
に
捨
て
ら
れ
た
よ
う
な
」
気
持
ち
に
な
る
。
彼
は
「
な
ぜ

俺
は
苦
し
む
の
か
？
生
き
て
い
る
か
ら
だ
。
生
き
て
い
る
も
の
は
み
ん
な
苦
し
い
の
か
？
」
と
「
い
つ
も
の
問
題
」
で
あ
る
生
と
死
に
つ

い
て
考
え
る
た
め
に
や
っ
て
き
た
の
だ
っ
た
。
陽
育
の
哲
学
的
な
内
的
独
白
は
続
く
が
、
突
然
、
何
者
か
が
後
ろ
か
ら
「
よ
う
！
陽
育
！
」、

「
人
は
ど
う
し
て
生
き
る
の
だ
？
」、「
君
も
死
に
た
い
と
思
っ
て
い
る
ひ
と
り
な
の
か
？
」
な
ど
と
話
し
か
け
て
く
る
。
陽
育
は
、
生
き

て
い
る
の
は
「
も
ろ
い
線
に
よ
っ
て
つ
な
ぎ
と
め
ら
れ
て
い
る
」
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
「
線
は
希
望
か
、
あ
る
い
は
無
知
で
あ
る
こ
と
」

だ
と
話
す
。
陽
育
に
と
っ
て
の
希
望
は
「
俺
は
も
っ
と
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
音
楽
を
聞
き
た
い
し
、
も
っ
と
サ
ル
ト
ル
の
後
の
作
品
を
読
」

む
こ
と
だ
っ
た
が
、
対
話
を
続
け
る
う
ち
に
、
サ
ル
ト
ル
や
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
は
役
に
立
た
な
か
っ
た
と
い
う
心
の
奥
底
に
あ
る
本
心
を
語

り
出
す
。
そ
し
て
、
死
ぬ
前
に
ど
ん
な
歌
が
聞
き
た
い
か
と
尋
ね
ら
れ
る
と
、
中
学
校
の
校
歌
を
歌
い
始
め
る

）
28
（

。

東
を
望
め
ば
大
洋
が
抱
擁
し　

沃
野
が
広
が
る

西
を
仰
げ
ば
重
な
る
山
は
明
媚
で　

遠
く
三
方
を
囲
む

…
…

　

し
か
し
、
音
程
が
高
す
ぎ
て
最
後
ま
で
歌
え
な
か
っ
た
。
対
話
は
そ
の
あ
と
も
続
き
、
陽
育
の
本
心
が
、
誘
導
さ
れ
る
よ
う
に
明
か
さ

れ
て
い
く
。

「
君
は
あ
の
母
校
が
懐
か
し
い
？
」

「
い
い
や
、
俺
は
あ
の
学
校
を
退
学
に
な
っ
た
。
中
学
で
初
め
て
退
学
に
な
っ
た
学
生
が
俺
な
ん
だ
」

「
君
は
恨
ん
で
い
る
？
」

「
わ
か
ら
な
い
」
陽
育
の
目
が
潤
ん
だ
。

　
　

（
中
略
）

「
後
に
君
は
家
を
離
れ
て
、
多
く
の
学
校
で
勉
強
し
た
ね
？
」
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「
ど
う
し
て
あ
れ
ら
の
学
校
は
み
ん
な
俺
を
嫌
っ
た
の
だ
ろ
う
？
」

「
話
題
を
変
え
よ
う
！
も
し
今
会
い
た
い
人
が
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
誰
だ
い
？
」

「
母
さ
ん
。」
陽
育
は
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
言
っ
た
。「
俺
が
小
学
二
年
の
と
き
に
死
ん
だ
」

「
母
さ
ん
の
ど
ん
な
こ
と
を
覚
え
て
る
？
」

「
何
も
覚
え
て
な
い
。
け
ど
も
し
母
さ
ん
が
生
き
て
い
た
ら
、
俺
は
こ
ん
な
風
に
は
な
ら
な
か
っ
た
」

「
君
は
そ
ん
な
風
に
思
っ
て
い
る
ん
だ
」

「
ふ
ん
、
俺
は
苦
し
く
な
る
と
そ
う
思
う
の
さ
」

　

陽
育
が
校
歌
を
最
後
ま
で
歌
え
な
か
っ
た
の
は
退
学
や
離
職
に
よ
っ
て
、
歌
詞
を
よ
く
知
ら
な
い
か
ら
と
も
読
み
取
れ
る
が
、
自
身
の

過
去
の
記
憶
に
対
す
る
反
応
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
自
分
を
生
ん
だ
母
の
死
、
退
学
と
な
っ
た
母
校
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
「
郷

土
」
か
ら
自
己
を
放
逐
し
た
記
憶
は
痛
み
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
「
郷
土
」
そ
の
も
の
は
、
冒
頭
の
場
面
に
み

ら
れ
る
よ
う
に
、
列
車
が
羅
東
駅
に
到
着
し
た
と
き
、
陽
育
と
一
緒
に
列
車
に
乗
っ
て
い
た
乗
客
た
ち
の
、
羅
東
駅
ホ
ー
ム
の
外
に
い
る

家
族
や
友
人
を
探
し
て
あ
ち
こ
ち
で
名
前
を
呼
ん
で
い
る
「
温
か
く
愛
す
べ
き
混
乱
」、
列
車
が
つ
く
や
い
な
や
席
を
離
れ
、
待
ち
き
れ

ず
に
窓
か
ら
飛
び
出
す
様
子
、
ま
た
久
し
ぶ
り
に
故
郷
に
帰
っ
て
き
た
盲
目
の
老
人
が
空
気
の
中
に
、
太
平
山
か
ら
運
ば
れ
て
く
る
檜
の

香
り
を
嗅
ぎ
と
り
、
興
奮
し
大
声
で
「
わ
し
た
ち
の
羅
東
に
着
い
た
よ
！
」
と
叫
ぶ
様
子
な
ど
、
ゆ
る
ぎ
な
い
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い

る
。

六
．
お
わ
り
に

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
黄
春
明
の
創
作
に
は
少
年
期
な
ど
実
体
験
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
創
作
技
法
を
試
み
な

が
ら
、
現
実
社
会
を
描
い
て
き
た
。
台
湾
に
お
け
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
は
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
立
場
か
ら
「
社
会
的
、
歴
史
的
条
件
を
引
き

受
け
て
、
文
学
に
お
い
て
戦
後
台
湾
の
近
代
性
を
想
像
／
創
造
し
よ
う
と
す
る
言
説
の
形
で
あ
っ
た

）
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」
と
論
じ
ら
れ
る
が
、
黄
春
明
の
場
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合
は
、
戦
後
台
湾
社
会
や
そ
の
変
化
（
都
市
化
）
へ
の
反
応
と
し
て
、
モ
ダ
ン
な
記
号
や
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
技
巧
を
用
い
て
、「
郷
土
」
や

そ
こ
に
生
き
る
小
人
物
、
ま
た
ゆ
る
ぎ
の
な
い
「
郷
土
」（
の
記
憶
）
を
書
こ
う
と
し
た
も
の
だ
と
い
え
る
。
黄
春
明
に
と
っ
て
「
書
く
」

と
い
う
行
為
は
、
戦
後
台
湾
の
過
渡
期
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
「
周
縁
」
に
置
か
れ
た
本
省
人
と
し
て
、
現
実
の
社
会
と
の
か
か
わ
り
の

な
か
で
「
郷
土
」
の
再
認
識
を
行
い
、
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
認
し
、
主
体
性
を
獲
得
し
て
い
く
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
言
語
的
な
問
題
の
解
決
を
促
し
、
補
足
す
る
も
の
と
し
て
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
は
実
践
さ
れ
た
の
だ
と
考
え
る
。

注
（
１
） 　

葉
石
濤
著
、
中
島
利
郎
・
澤
井
律
之
訳
『
台
湾
文
学
史
』（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）
一
三
三
頁
。

（
２
） 　

鄭
千
慈
「
崩
解
的
自
我―
現
代
主
義
、
畸
零
人
與
戰
後
台
灣
郷
土
小
説
」（
淡
江
大
学
中
国
文
学
系
修
士
論
文
、
二
〇
〇
五
年
）
二
頁
。

（
３
） 　

陳
芳
明
「
生
活
與
時
代
的
照
明―

黄
春
明
、黄
春
明
小
説
與
我
」（
江
寶
釵
、林
鎮
山
主
編
『
泥
土
的
滋
味―

黄
春
明
文
學
論
集
』
聯
合
文
学
、

二
〇
〇
九
年
）
二
七
頁
。

（
４
） 　

陳
芳
明
『
台
湾
新
文
学
史
』（
聯
経
、
二
〇
一
一
年
）
四
〇
一
頁
。

（
５
） 　

筆
者
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
の
発
言
。（
二
〇
〇
六
年
七
月
十
八
日
、
宜
蘭
市
黄
大
魚
工
作
室
に
て
）

（
６
） 　

同
上
注

（
７
） 　

黄
春
明
「
羅
東
來
的
文
學
青
年
」（
楊
澤
主
編
『
從
四
○
年
代
到
九
○
年
代―

―

兩
岸
三
邊
華
文
小
說
研
討
會
論
文
集
』
時
報
文
化
、

一
九
九
四
年
）
二
四
二
頁
。

（
８
） 　

施
淑
『
兩
岸
文
學
論
集
』（
新
地
文
学
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
三
〇
五
〜
三
〇
六
頁
。

（
９
） 　

邱
貴
芬
「
翻
譯
驅
動
力
下
的
臺
灣
文
學
生
產 ―

 

一
九
六
〇-

八
〇
現
代
派
與
鄉
土
文
學
的
辯
證
」（
陳
建
忠
、
應
鳳
凰
、
邱
貴
芬
、
張
聖
誦
、

劉
亮
雅
合
著
『
臺
灣
小
說
史
』
麥
田
出
版
、
二
〇
〇
七
年
）
二
〇
六
頁
。

（
10
） 　

山
口
守
「
解
説
」（
白
先
勇
著
『
台
北
人
』、
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
八
年
）
二
六
一
〜
二
六
二
頁
。
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（
11
） 　

同
上
書
二
六
二
頁
。

（
12
） 　

黄
春
明
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
劉
春
城
『
黄
春
明
前
傳 ―

 

愛
土
地
的
人
』（
圓
神
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）、
徐
秀
慧
『
黄
春
明
小
説
研
究
』

（
淡
江
大
学
中
国
文
学
系
修
士
論
文
、
一
九
九
七
年
）
を
参
照
し
た
。

（
13
） 　

黄
春
明
「
文
學
路
迢
迢―

黄
春
明
談
他
的
寫
作
歴
程
」（
江
寶
釵
、
林
鎮
山
主
編
『
泥
土
的
滋
味―

黄
春
明
文
學
論
集
』
聯
合
文
学
、

二
〇
〇
九
年
）
十
八
頁
。

（
14
） 　
「
王
老
師
、我
得
獎
了
」（『
聯
合
報
』
一
九
九
九
年
九
月
二
十
一
日
）
ち
な
み
に
王
賢
春
は
「
中
国
共
産
党
青
年
南
下
工
作
隊
」
に
所
属
し
、

ス
パ
イ
容
疑
で
黄
春
明
た
ち
の
目
の
前
で
連
行
さ
れ
、
後
に
処
刑
さ
れ
て
い
る
。

（
15
） 　

黄
春
明
は
「
き
ち
ん
と
学
問
を
し
た
こ
と
が
な
い
が
、
学
校
の
外
で
読
む
こ
と
を
好
ん
だ
の
で
、
私
の
心
の
中
に
は
多
く
の
す
ば
ら
し
い

偉
大
な
作
家
が
存
在
す
る
」
と
語
る
。「
文
學
的
交
響　

黄
春
明
文
學
與
宜
蘭
風
土
座
談
會
紀
録
」（『
宜
蘭
文
獻
雜
誌
』
十
一
、一
九
九
四
年

九
月
）
三
十
二
頁
。

（
16
） 　

若
林
正
丈
『
台
湾―

変
容
し
躊
躇
す
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
』（
ち
く
ま
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）
一
一
一
頁
。

（
17
） 　

黄
春
明
『
黄
春
明
典
蔵
作
品
集
二　

兒
子
的
大
玩
偶
』（
皇
冠
文
化
出
版
、二
〇
〇
四
年
、初
版
九
刷
）
二
五
八
〜
二
六
三
頁
を
底
本
と
し
た
。

（
18
） 　

黄
春
明
『
青
番
公
的
故
事 

黄
春
明
小
説
集
一
九
六
二―

一
九
六
八
』（
皇
冠
文
学
出
版
社
、
一
九
九
四
年
十
刷
）
二
十
五
〜
二
十
九
頁
を

底
本
と
し
た
。

（
19
） 　

黄
春
明
「
用
腳
讀
地
理
」（『
聯
合
報
』
副
刊
三
十
七
版
、
一
九
九
九
年
三
月
十
八
日
）

（
20
） 　

林
海
音
（
一
九
一
八
〜
二
〇
〇
一
）
は
一
九
五
三
〜
一
九
六
三
年
の
間
、「
副
刊
」
の
編
集
長
を
つ
と
め
た
。
彼
女
は
日
本
植
民
地
期
に
活

躍
し
な
が
ら
戦
後
は
発
表
の
機
会
を
失
っ
た
作
家
の
作
品
を
掲
載
し
、
戦
後
第
二
世
代
の
若
い
本
省
籍
作
家
の
発
掘
に
も
力
を
入
れ
た
。
た

と
え
ば
、
一
九
五
八
年
に
鄭
清
文
（
一
九
三
二
〜
）
が
「
寂
寞
的
心
」
を
、
七
等
生
（
一
九
三
九
〜
）
は
一
九
六
二
年
に
「
失
業
・
撲
克
・

炸
魷
魚
」
を
、
林
懷
民
（
一
九
四
七
〜
）
は
一
九
六
一
年
、
十
四
才
の
と
き
「
兒
歌
」
を
発
表
し
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
て
い
る
。

（
21
） 　

林
海
音
「
這
箇
『
自
暴
自
棄
』
的
黃
春
明
」『
小
寡
婦
』（
遠
景
出
版
社
、
一
九
七
五
年
）
三
頁
。
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（
22
） 　

瘂
弦
「
西
方
文
學
與
中
國
現
代
詩
」（『
中
外
文
學
』
第
十
卷
第
一
期 

一
九
八
一
年
六
月
）。
本
文
で
は
松
浦
恒
雄
「
台
湾
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩

の
批
評
性　

瘂
弦
の
場
合
」（『
現
代
詩
手
帖
』
二
〇
〇
六
年
八
月
号
、
五
十
五
頁
）
よ
り
引
用
。

（
23
） 　

黄
春
明
『
青
番
公
的
故
事 

黄
春
明
小
説
集
一
九
六
二―

一
九
六
八
』（
皇
冠
文
学
出
版
社
、
一
九
九
四
年
十
刷
）
十
五
〜
二
十
一
頁
を
底

本
と
し
た
。
ま
た
、
訳
は
「
植
民
地
文
化
学
会
二
〇
一
二
年
度
総
会
記
念
講
演
会
黄
春
明
わ
が
文
学
を
語
る
『
さ
よ
な
ら
再
見
』
か
ら
『
戦

士
に
乾
杯
！
』
へ
」（
二
〇
一
二
年
七
月
八
日
、江
東
区
東
大
島
文
化
セ
ン
タ
ー
）
資
料
内
の
西
田
勝
氏
の
訳
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

（
24
） 　

本
文
中
で
は
中
国
語
の
「
下
車
」
で
表
さ
れ
て
い
る
。

（
25
） 　

黄
春
明
「
羅
東
來
的
文
學
青
年
」 （
前
掲
）、
二
七
三
頁
。

（
26
） 　

黄
春
明
の
小
説
「
看
海
的
日
子
」
に
も
老
兵
と
妓
女
の
鶯
鶯
と
の
結
婚
が
描
か
れ
る
。

（
27) 　
『
幼
獅
文
藝
』
に
投
稿
し
た
際
、
編
集
長
の
朱
橋
に
よ
っ
て
「
他
與
小
刀
」
と
タ
イ
ト
ル
を
変
え
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
小
説
の
後

半
の
内
容
、
表
現
も
大
幅
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
黄
春
明
は
、
翌
年
『
台
湾
文
藝
』
第
十
一
期
（
一
九
六
六
年
四
月
）
に
オ
リ
ジ

ナ
ル
を
再
投
稿
し
て
い
る
。
本
発
表
で
は
『
台
湾
文
藝
』
掲
載
の
も
の
を
テ
キ
ス
ト
と
す
る
。
ま
た
こ
の
作
品
で
「
台
湾
文
藝
賞
」
を
受
賞

し
た
が
、
辞
退
し
た
。

（
28
） 　

実
際
に
国
立
羅
東
中
学
で
現
在
も
使
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
あ
と
に
は
「
我
們
的
省
份
台
湾　

我
們
的
郷
土
羅
東
」
と
い
う
歌
詞
が
続
く
。

「
國
立
羅
東
國
民
中
学
校
歌
」
陳
光
甫
作
曲
、
林
友
用
作
詞
、（h

ttp://w
w
w
.y
ou

tu
be.com

/w
atch

?v
=aN

kF
tiH

JY
3c　

二
〇
一
三
年

十
月
三
十
一
日
）

（
29
） 　

山
口
守
『
台
北
人
』（
前
掲
）、
二
六
五
頁
。




